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物華天宝

今回の「特集」は、持続可能な開発目標（SDGs）「住み続けられるまちづくりを」
「つくる責任　つかう責任」の関連研究です。
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健康のため自宅から最寄り駅まで徒歩で通勤しています。
その道中で出会う「気付き」がささやかな楽しみです。とある
家にはサボテンが並び、初夏に白や赤、橙色の素晴らしい
花々を咲かせます。最初の「気付き」は、深夜24時を過ぎての
帰路、暗闇の中で開花した白い大輪に感激、一瞬で魅了され
ました。生来草花に興味がない小生ですが、猛暑の日も寒さ
で凍える雪の日も表情を変えないサボテンが、目を見張る花
を咲かせることをそのとき初めて知りました。それ以来、新し
い「気付き」を求めて、日々違った裏道で通っています。
応用化学の物質研究は、合成原料や反応条件を変えて応用
の可能性を探求します。小生が理科大に着任した2005年、
世界中がリチウムイオン蓄電池の研究一色だった頃、裏道の
研究テーマ「ナトリウムイオン蓄電池」を開始、これまでたく
さんの「気付き」に出会いました。裏道の研究が新しい発見に
つながり、物質探索の研究が大いに進展します。コロナ禍の
生活でも多くの「気付き」を実感しましたが、こちらは終息に
向けた近道を願うばかりです。

理学部第一部 応用化学科 教授  駒場 慎一

サボテンの花

Labo Scope

理大人

STUDENT LABO

STUDENT ACTIVITY

学長室だより

TOPICS & INFORMATION

街のプロ。
工学部 建築学科　髙橋  治  教授
理工学部 建築学科　伊藤  香織  教授

火の集団。
理工学研究科 国際火災科学専攻　松山  賢  教授
理工学研究科 国際火災科学専攻　桑名  一徳  教授

特集  研究最前線
防災と街づくり
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自 然 や 火 災 の 脅 威 を

何 度 も 乗 り 越 え て き た け れ ど 。

ま だ ま だ 足 り な い 、

も う 被 害 を 見 た く な い 。

課 題 は 今 も 山 積 み な の で す 。

    も で き な い

  き な   か ら

    な   を   り ま す。


